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蛍の夕べ　里山音楽会　昆虫観察会　14日　
昆虫観察では、森の宝石・・ミドリシジミが確認できました。この一帯の森に貴重な生き物がたくさん生息している様子です。森ではオオタカらしいの羽根も発見されました。餌の小動物を狙って格闘したと思われます。貴重な植物も開花直前でした。竹灯呂つくりでは、太い孟宗竹を材料に25個の灯呂を作りました。蛍の飛び出す直前の薄闇のころに点火して浮き上がった絵模様がさらに幽玄の世界へいざないを加速させてくれました。わかめ味噌汁のふるまいでは、淡路島の友人から取り立てのわかめを用いた味噌汁が夕ご飯の時に配っていただきました。この味噌汁は丹波の黒豆を一粒一粒皮をむいて、福知山市夜久野の地元の米こうじを使って2年越しの手作り味噌で、里山の会の特産品です。格別の味でした。里山音楽会は里山の会の専属バンド・大正琴の4人のメンバーが夕やみ迫る里山で美しい音色を奏でて下さいました。懐かしい歌などは歌詞を用意していただいてみんなで元気に合唱しました。この演奏を聴きながら大変高価なお茶碗を使ったお点前とおいしい羊羹をいただいての音楽会でした。緑の生命あふれる素晴らしい雰囲気の中それぞれの企画がよかったと評価をいただきました。ここしばらく雨天に見舞われ無理やり実施や、中止せざるを得ないなど満足な状態での開催にでありませんでしたが、今年は気をもみましたが、随分と好条件が整って、久しぶりに満足のいく取り組となりました。蛍では、最後に昨年の台風⒙号よる被害があって、普賢寺川の源流部分でも崩壊が連続するなどカワニナがほとんど流失するなど随分と川が荒れてしましました。通年のような飛翔が見られず少し残念でした。それでも参加者のほとんどの方が蛍の飛翔に出会って、感激されていました。
木津川クリーンアップ　15日　では6か所の拠点でそれぞれ多くの皆さんの協力がありました。里山の会では住居の近くの拠点で参加いただき10名の参加がありました。この日のもっとも多くのゴミが収集されたのは山城大橋の東詰でゴミ袋22個が満杯になりました。ここは常に焼肉が行われていて、その網やレンガや火箸、箸、トレイなどに加えてたばこの吸い殻が目立ちました。他の場所では放置自転車や古タイヤなどの大型ごみもありました。ほたるのイベントに引き続く翌日の取り組みにご参加いただきましたみなさんご苦労様でした。
里山農園では、いよいよ夏野菜の収穫時期となってきました。玉ねぎの収穫が終わりました。800本の苗を植え付けましところ６５０個が一人前に育っていました。会員の皆さんで購入を希望される方には事務所に連絡ください。28日の9時30分からジャガイモの収穫を予定しています。お手伝いにお越しください。ジャガイモを希望される方に掘りたてをお持ち帰りいただく準備もしております。ほりたての新鮮なところを食してみてください。ササユリが今年も開花しました。昨年は12日でしたが4日遅れでした。里山農園に関わっていただいているみんなが大変心配し期待しているササユリが見事に咲き出しました。
木津川親子で遊ぼう学ぼう魚とり　　
なんと参加応募者・子ども147人大人119人、合計266人が応募されました。募集要項では先着先着100名としていました。また親子40組と記載していましたので、応募者数があまりにも多くなってきましたので、最大規模で100人の子供の人数のところで打ち切らせていただきました。組数は70組と大幅な増加になりました。そしてスタッフをお願いしてきた皆さんにも急遽応援をお願いして安全体制に力を尽くしています。皆さんのご協力をお願いします。
ところでここしばらく晴天続きのために高山ダムの放流は発電用の水量だけのために、木津川の水位は日々低くなっています。魚とりを予定している脇支流への流水も無くなって干しあがりはじめています。このままでは魚とりが不可能になるのではないかと懸念されます。そこで18日の事務局会議の後、午後1時から播川副理事長、森島理事、青代茂治さん、福井波江理事、小泉道夫さん、山村が魚とりができるよう脇支流への導水路の掘削を行いました。広い河原をジョレンとスコップでの厳しい作業を行いました。折悪しく雨も降り始め汗でぬれ雨でぬれる悪条件の中、一生懸命に作業しました。約2時間の作業時間で何とか水路ができましたが、思うような水量には届きませんが、溜まっていた水に酸素が供給できる程度にはなると思います。時によると前日の土曜日にはもう一度掘削作業を行う必要が予想されます。その節には魚とり参加の皆さんにご協力をお願いします。
京都商工会議所から「京の七夕」の取り組みで商店街が飾る付ける笹や竹の相見積もりの連絡が届きました。一昨年までは錦商店街など4か所に届けていました。今年も見積もりを提出する計画です。
オオムラサキの観察会　21日（土）11時ころから　里山農園で実施　桜谷先生が指導いただきます。　丁度このころからオオムラサキが飛翔を開始するころに当たります。少し天候が不順ですが、みんなで観察しましょう。これからフィールドスコープを用意しますので、視角に入れば素晴らしい姿を確認できるのではないかと、胸が躍ります。多くの皆さんのお越しをお待ちしています。昨日に待望のササユリが４つ開花しました。昨年より4日遅くなりました。これも同時に観察できるのではないかと思います。また森の宝石箱と言われているミドリシジミも確実に観察することができます。この出現の時刻は夕暮れと言われています。解散が少し遅くなるかもしれませんがぜひこの蝶も確認したいものです。ぜひお越しください
